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	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言。これより議事にはいります。

議案第33号

委員長　　　　まず、本委員会に付託されました、議案第33号長久手町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第33号について執行部の説明を求めます。

人事秘書課長　議案第33号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第33号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
加藤委員　　　先ほど本会議でも出たが、一般職員平均７万円くらい下がる。年間で　　

　　　　　　　７万円ということか。
人事秘書課長　６月の期末手当だけなので、７万円程度の減額となります。
加藤委員　　　先ほども出たが、町の担当部局はこの時期に人事院がなぜ下げることにしたと思うか。

人事秘書課長　昨年度から金融危機からの民間の冷え込み等がありました。それに伴い、人事院もこのまま公務員だけがという話もあり、４月に入ってすぐ人事院は民間ベースの期末部分の調査をしたそうです。その結果、下がっているところが非常に多く、公務員だけがという話の中で、今回の勧告がなされました。町としても人事院勧告に準ずる形でやっているので、今回この時期にやらさせていただいています。
加藤委員　　　仮にこの勧告に従わなかった場合は、どのような罰則があるか。
人事秘書課長　罰則は今までありません。罰則規定は国家公務員に対して、国から地方公務員も準ずるようにということです。罰則の規定は特にありません。
加藤委員　　　総額で国家公務員いくら、地方公務員いくら削減効果があるのか。データを出してください。
人事秘書課長　国家公務員の総額がいくらだとか、地方公務員の全体総額でいくら減額になるかはデータとしてもらっておらず、町の状況しかわかりません。

加藤委員　　　違うところのデータをみると、国家公務員で740億円、地方公務員1,940億円の削減効果があるといわれている。合計2,680億円です。
水野委員　　　それぞれ数字を少なくするが、引き下げられる％はどうなっているか。
人事秘書課長　％というよりも期末手当の支給月数の変更ですので、期末手当については0.15月分、勤勉手当については0.05月分のカットで0.2か月分のカットとなっています。
伊藤委員　　　人事院勧告に準じてということだが、近隣市町の状況はどのようか。

人事秘書課長　愛知県下については、この時期月末28、29日で臨時議会を開いてほぼ全市町村が人事院勧告に準じて、議会を招集していると聞いています。
川合委員　　　景気が悪い時に、報酬を下げると景気は余計に悪くなる。そういう視点から何か考えることはなかったのか。

人事秘書課長　人事院勧告はあくまで民間と公務員との格差をなくすため出てきているので、民間が冷え込めば公務員も同じようにするというのがこれまでの流れです。これに対応する何かは特に考えていません。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第33号長久手町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第33号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第34号

委員長　　　　次に議案第34号長久手町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第34号について執行部の説明を求めます。

人事秘書課長　議案第34号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第34号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

吉田委員　　　この議案34号に関して特別職の報酬審議会ではどのような内容が審

　　　　　　議されたのか。
人事秘書課長　特別職報酬審議会は、基本的に給与月額だとか議員の報酬月　　　　　　額を算定するためのものであり、この期末手当は触れられていません。

水野委員　　　先ほど引き下げの％はどうかといったが、こちらの方はどうなるか。
人事秘書課長　特別職については勤勉手当がないので、期末手当の部分だけ100分の160から100分の145、0.15か月分の支給月数の減額となっています。

水野委員　　　0.2か月分と0.15か月分の差はどうなのか。
人事秘書課長　人事院勧告であるように勤勉手当の支給割合の変更になっていますが特別職は勤勉手当がありません。0.05か月分がカットされていませんので期末手当のみ0.15カットというのが今回の基準になっています。
水野委員　　　ないので引き下げようがないということか。
人事秘書課長　人事院の国家公務員に準じているので、逆に0.05か月分をなんで下げるかということになります。人事院勧告に基づいています。
吉田委員　　　町長から人事院に沿う形でなく、もっと下げる方法はないかという相談はなかったか。
人事秘書課長　人事院の勧告に基づいて行っているので、その辺の話はしていません。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第34号長久手町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第34号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第35号

委員長　　　　次に議案第35号長久手町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第35号について執行部の説明を求めます。

人事秘書課長　議案第35号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第35号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

加藤委員　　　平成７年に川合委員と一緒にこの町議会に入ったが、当時は総額で

540万円くらいあった。だんだん下がっていって、今は一般議員は510

何万だと思う。40万円近く下がってきている。また今度は６万5,000

円くらい下がる。生活も苦しくなっている。平成７年より前は報酬審議

会等でも結構アップしているみたいである。平成７年以降ずっと、議員
報酬は下がりっぱなしだ。高いところは下げないといけないが、安いと
ころも一緒に人事院勧告で一律に下げてしまう。安いところはどんどん
狭められている。その弊害がある。どのように考えているか。
人事秘書課長　報酬月額については特別報酬審議会等で審議を経て決めています。期

末手当の部分は人事院勧告に準じてやっているので、下がっているから

と言われても担当として答えようがありません。平成７年からずっと下

がっているという話でしたが、据え置きとみていました。下がっている

のは一時あったかもしれないが、そのようなことはないと思っていまし

た。
加藤委員　　　色々な面で実際下がっている。今回の場合は５月ということで給料ではないということだが、総額的に下がっている。公務員の中でも違う。
国家公務員と県の職員と長久手町の職員と給料のランクがある。そこで　一律に人事院勧告でくるわけです。安いところはどんどん安くなっていく。矛盾していると思う。勧告だから仕方がないとその通りにずっとやってきているということだが、その辺をどうしていくかである。下げても事態は関係ない。民間の給料が上がらないわけです。公務員に基づいて判断するから民間の給料も下がっていく現実がある。どう思うか。
副町長　　　　歳費の問題だから、議員の中で議論をいただいて、やってもらう話だと思います。人事院勧告自体は全国一律で出てきます。上がっても下がっても同じような人事院勧告に準拠してやるという、これは国も県も町に対して指導してくるので、そのようにしています。不景気だからといって、それで景気対策がどうのこうのということではなくて、あくまで、民間と公務員との給料の比較はどうかということでの考え方しか、人事院委員会は判断しないので、どうしてもそうなります。景気が良く民間がどんどん上がっていく時に、公務員の給料が上がるかというと、なかなかならない。世の中自体が公務員を抑えること自体を善としている部分がある。当局側でどうのこうのできる問題でもありません。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第35号長久手町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第35号については原案のとおり可決することに決しました。

　　　　　　　なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。

（異議なしの声あり）

ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で総務まちづくり委員会を閉会します。

午前１０時４４分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２１年５月２８日

総務まちづくり委員会委員長　水野とみ子
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